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1．趣旨  

このたび、保育所保育指針が告示として公布され、保育の内容の質を高める観点から、   

保育所における取組の充実・強化がより一層求められている。このような背景を踏まえ、   

本年2月27日にとりまとめた「新待機児童ゼロ作戦」において、「国及び地方公共団体   

において、保育所における質の向上のためのアクションプログラムを策定し、質の向上   

のための保育所の取組を支援する」こととされたところである。   

今般、国として、保育の質の向上に資する保育所における各種の取組を支援する観点   

から、国（厚生労働省）が取り組む施策及び地方公共団体（都道府県及び市町村）が取   

り組むことが望まれる施策に関する総合的なアクションプログラムを策定することとし   

た。   

各地方公共団体においては、本アクションプログラムを踏まえ、各地域の実情等を考   

慮した保育所における質の向上のためのアクションプログラムを策定することが望まし   

い。その際、次世代育成支援対策推進法に基づく都道府県行動計画及び市町村行動計画   

にもその内容を反映させるなど、次世代育成支援対策を進める上で、保育の質を向上さ   

せていく視点を重視することが期待される。  

2．実施期間   

本アクションプログラムの実施期間は、平成20年度から平成24年度までの5年間と   

する。なお、地方公共団体が定めるアクションプログラムの実施期間については、次世   

代育成支援対策推進法に基づく行動計画との関係等を踏まえ、独自に設定されたい。   

3．具体的施策  

（1）保育実践の改善・向上  

【ねらい】養護及び教育を一体的に行うという保育所における保育の特性を生かし   

つつ、常に保育の内容や方法を見直し、その改善・向上が図られるようにする。  

（D自己評価の推進  

国は、保育現場における自己評価が円滑に実施され、養護と教育の充実が図られ   

るとともに、当該自己評価を基盤とした客観的な第三者評価にも資するよう、保育   

士等及び保育所の自己評価に関するガイドラインを作成する。  
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②保育実践の改善・向上に関する調査研究の推進  

国は、事業者や民間団体等が行う保育実践上の課題に関する調査研究の支援に努   

めるとともに、当該研究成果の活用を図る。  

都道府県及び市町村においても、事業者や民間団体等が行う保育実践上の課題に   

関する調査研究を支援するとともに、当該研究成果の活用を図ることが望ましい。   

③情報技術の活用による業務の効率化  

市町村は、情報技術の活用等を通じた保育所における業務の効率化のため、必要   

な措置を講じることが望ましい。  

④地域の関係機関等との連携  

市町村は、各地域の実情等に応じ、保育所が、地域子育て支援拠点、幼稚園、小   

学校、放課後児童クラブ、要保護児童対策地域協議会など地域の関係機関等と積極   

的な連携及び協力を図ることができるよう、必要な支援を行うことが望ましい。  

（2）子どもの健康及び安全の確保  

【ねらい】保育所が、子どもが健康で安全に生活できる場となるようにする。  

①保健・衛生面の対応の明確化  

国は、保育所において感染症やその疑いが発生した場合の迅速な対応や、乳幼児   

の発達の特性に応じた健康診断の円滑な実施等の観点から、保育所における保健・   

衛生面の対応に関するガイドラインを作成する。  

②看護師等の専門的職員の確保の推進  

国は、保育所における体調不良の子どもへの対応など健康面における対策の充実   

を図るため、看護師等の専門的職員の確保に努める。  

③嘱託医の役割の明確化  

国は、子どもの健康支援等に当たって嘱託医が十分にその役割を果たせるよう、   

嘱託医の業務を明確化する。  

④特別の支援を要する子どもの保育の充実  

都道府県及び市町村は、障害のある子どもをはじめ特別の支援を要する子どもの   

保育に関して、保育所と地域の関係機関等との連携が適切に図られるよう、必要な   

支援を行う。   

⑤地域の関係機関等との連携  
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市町村は、保育所が、要保護児童対策地域協議会や母子保健連絡協議会など地域  

の関係機関等と積極的な連携及び協力を図ることができるよう、必要な支援を行う  

ことが望ましい。  

（3）保育士等の資質・専門性の向上  

【ねらい】保育士等の資質や保育の専門性を高め、保育所において質の高い人材を   

確保する。   

①保育所内外の研修の充実  

国は、保育所が、保育所内外の研修に積極的に取り組めるよう、保育所の職員に  

対する研修を体系化したガイドラインを作成する。  

都道府県及び市町村は、上記ガイドラインを参考にし、保育所の職員に対する研  

修内容の充実を図るとともに、外部の専門家を恒常的に保育所が活用できる体制を  

整えるなど研修体制の充実を図ることが望ましい。  

②施設長の役割の強化  

国は、保育所の役割や社会的責任を遂行する施設長の責務にかんがみ、施設長の  

資格要件の明確化について検討する。  

③保育士の専門性を高めるための資格や養成の在り方の見直し  

国は、保育士が保育現場で求められる多様な課題に対応できるようにするため、  

保育士の専門性を高めるための資格や養成の在り方の見直しについて検討する。   

（4）保育を支える基盤の強化  

【ねらい】（1）から（3）に掲げる保育所の取組を支えるための保育環境の改善   

充実が図られるよう、国及び地方公共団体による支援体制等を整備する。  

（論評価の充実  

子どもの保育に加え、子どもの保護者に対する支援、地域における子育て支援、   

地域の家庭的保育への支援など幅広い機能を担う保育所の役割を踏まえ、国は、保   

育士等及び保育所の自己評価に関するガイドラインを作成するとともに、これを踏   

まえ、現行の第三者評価に関するガイドライン（「保育所版の『福祉サービス第三   

者評価基準ガイドラインにおける各評価項目の判断基準に関するガイドライン』及   

び『福祉サービス内容評価基準ガイドライン』等について」（平成17年5月26日   

厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長、社会・援護局福祉基盤課長連名通知））   

を改定する。〔一部再掲〕  
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②保育に関する研究成果等のデータベース化及び活用  

国は、保育実践の改善一向上等に関する各種研究成果、資料等をデータベース化   

し、保育士や研究者、行政関係者等が活用できる体制を整備する方策について検討   

する。  

③専門的な人材や地域の多様な人材の活用  

都道府県及び市町村は、保育所が、保育実践に関する専門的な人材や、地域にお   

いて子育て支援に関わる多様な人材を活用して、地域の実情等に応じた様々な取組   

を行うことができるよう、人材の確保や必要な調整など体制を整備することが望ま  

しい。  

④保育環境の改善・充実のための財源の確保  

国は、保育所における取組を支える保育環境を改善■充実するために必要な財源   

の確保に努める。  

都道府県及び市町村においても、保育所における取組を支える保育環境を改善・   

充実するために必要な財源を確保することが望ましい。  
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社会保障審議会 少子化対策特別部会の第一次報告  

（平成21年2月24日）より抜粋（保育士養成に関わる課題等）  

（4）現行の保育制度の課題  

①認可保育所の質の向上  

也）保育土の養成・研修・処遇等  

現行制度においては、保育士資格は、指定保育士養成施設（大学、短大、専修   

学校等）における2年の養成課程を履修するか、都道府県の実施する保育士試験   

に合格により、取得する仕組みとなっており、年間約5万人の保育士が要請され   

ている。  

保育の量を抜本的拡充を進めていくためには、その担い手となる保育士の量・   

質の確保、計画的な養成が欠かせない。   

また、いったん資格を取得した後は、各保育所における研修や、地方公共団体、   

保育団体による研修への任意の参加に委ねられており、制度的な専門性向上に向   

けた研修の体系は整備されていない。また、研修に参加できるだけの人員の余裕   

がない等の指摘も聞かれる。   

自治体の中には、認可保育所のみならず、認可外保育施設等を含め、自治体内   

のすべての保育事業者に対する研修や情報共有を積極的に実施しているところも   

あり、こうした取組も参考にしながら、制度的な研修のあり方を検討していく必   

要がある。  

また、保育士の平均勤続年数・賃金は、女性が7．7年、21．7万円／月、男性が5．0   

年、22．9万円／月となっており、福祉施設介護員（女性が5．3年、20．6万円／月、   

男性が4．9年、22．7万円／月より若干勤続年数が長く、賃金が高いものの、全産   

業平均（女性が8．8年、23．9万円／月男性が13．5年、37，3万円／月）に比べ、低   

い現状にある。保育士の頻繁な交代は、子どもの心理的安定も妨げる。逆に、保   

育士が安定して長期的子どもの発達を見ることは、子どもの心理的安定に加え、   

保育士自身の成長にもつながる。保育士が長期に渡り、自身の資質を向上させて   

いけるような仕組みが求められる。  

さらに、退職等により保育現場を離れた保育士の再雇用を視野に入れ、研修を   

含め保育現場に復帰するためのシステムを構築し、増大する保育需要に対処して   

いく必要がある。  
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（5）今後の保育制度の姿 一新たな保育の仕組み－  

⑦認可保育所の質の向上  

追）保育の質の具体的向上  

○ 親支援の必要性、障害児の受け入れの増加、一人親家庭の増加等、家庭環境の   

変化等に伴って保育所に求められる役割や、専門性の高まり等に対応した保育の   

質の向上（職員配置、保育士の処遇、専門性の確保等）について、 財源確保とと   

もに、さらに詳細を検討する。  

○ 施設長や保育士に対する研修の制度的保障の強化や、実務経験と研修受講を通   

じてステップアップが図れる仕組み（専門性ある保育士や、現場の保育士を指導   

助言する役割など）について、また、研修の受講を可能とするためにも配置基準   

の見直しについて、財源確保とともに、さらに詳細を検討する。  

○ さらに、実務経験と研修受講を通じステップアップした者の配置に関しては、   

費用の支払いにおいて評価する等により、処遇改善を併せて進めていくことにつ   

いて、財源確保とともに、さらに詳細を検討する。  

※量の抜本的拡充を進めるに当たり必要な保育士の計画的養成につき、さらに検   

討する。  
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